
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 23回通常総会開催 

 5 月 3 日午前 10 時 30 分より西宮市立甲子園浜自然

環境センターにおいて、第 23 回通常総会を開催いた

しました。 

 西宮市より、土木局永井局長、公園緑化部藤原部

長、花と緑の課池田課長、花と緑の課稲垣係長に 

ご臨席を賜りました。 

永井局長から、令和 7 年 

秋の緑綬褒章受章への祝辞と、 

海浜植物看板を西宮市に寄贈 

したことへのお礼が述べられ、これからも自然環境保

護活動を期待しますとのお言葉をいただきました。 

現会員 91 名中、出席 25 名、委任状 38 名により、

本会は成立し、第１号から第 5 号まで全ての議案が 

承認されました。 

 

 

 

本年は役員の任期満了により新役員が選出され、 

以下の新体制で活動してまいります。 

 理 事 長 前野裕美子   

 副理事長 菅野雅一、白川政昭 

 理  事 青石弘、岡泰隆、 

岡本理恵、長村冨美子、 

橋本久、前田文信、本井敏雄 

 監  事 小川哲男、長谷川忠 

前理事であられました岡田孝二、髙松眞一、高橋良

三の三氏は、このたび退任となりました。長きにわた

り理事の職務にご尽力くださり、誠にありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長就任ご挨拶 

前田理事長の退任に伴いこの度理事長に就任致しま

した前野裕美子です。 

まずは、自己紹介から 

生まれは昭和 41 年（1966） 

熊本県天草市、今年還暦になります。 

21 歳の時に関西へ、その後主人の仕事で 2002 年 3 月

に西宮市へ引っ越して来ました。子どもたちは南甲子

園小学校へ、それがきっかけとなり PTA の講演会で NPO

法人海浜の自然環境を守る会を知ることになりました。

まだ発足したばかりの NPO でしたが、2005 年 5 月に入

会しました。2008 年には当時の津田会長の推薦で理事

に就任、約 20 年間活動をして来ました。ただ活動は、

フィールドばかりで理事長の大役が務まるかどうか心

配です。前田前理事長がそのまま理事に留まってくだ

さるということなので、ご指導を仰ぎながら精一杯頑

張っていく所存です。引き続き暖かいご支援をどうか

よろしくお願いいたします。 

 趣味はバードウオッチングです。甲子園浜近くの浜

甲子園運動公園でヤツガシラという鳥を見たことが 

きっかけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

第 87 号 2026 年 6 月 15 日 

〒663-8143 西宮市枝川町 19-10 甲子園浜自然環境センター内 甲子園地区埋立事業対策協議会気付 

http://www.npo-koshienhama.com/ 

 

 

前田議長 

ヤツガシラ 

披露する 

緑綬褒章を 

『甲子園浜を守るー 

イソガニは戦ったー』 

二十一世紀社ブックスより購入できます。 

https://21books.shopselect.net/ 

ダイジェスト版 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

            

            

・3 月 29 日(日) 海浜清掃 111 名参加 

   

 

 

 

・4 月 24 日(金) さくら FM「西宮彩発見」出演 

・4 月 30 日(金) 大阪湾生き物一斉調査事前説明会参加 

・5 月 2 日(土) 阪神生物学会植生調査参加 

・5 月 3 日(日) 令和 8 年度（第 23 回）通常総会開催 

 シギ・チドリ観察会 25 名参加 

  講師：杉田義彦氏（野鳥の会ひょうご） 

 

 

 

・5 月 16 日(土) 貝類館主催 

 「甲子園浜の自然観察入門」参加 

・5 月 18 日(火) 甲子園浜大阪湾生き物一斉調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

            前野裕美子 

・5 月 17 日(日) 甲子園浜 遺跡探検 19 名参加 

   講師：前田文信氏（宮っ子編集委員） 

    

 

・5 月 20 日(水) 上甲子園中学校トライやる対応 

・5 月 29 日(金) 鳴尾中学校トライやる対応 

・6 月 3 日(水) 学文中学校トライやる対応 

・6 月 7 日(日) 甲子園浜 海浜清掃 39 名参加 

 

 

                 

 

・6 月 13 日(土) 生活クラブ「甲子園浜を知ろう！ 

生き物観察&クリーンアップ大作戦！」参加 

・6 月 16 日(火) 瀬戸内海海岸生物調査参加 

        香櫨園浜大阪湾生き物一斉調査参加 

・6 月 20 日(土)  西宮市立西宮東高等学校文化祭参加 

・7 月 19 日(日) ブルーサンタ海浜清掃 

・8 月 16 日(日) よるの甲子園浜観察会 

甲子園浜は野鳥のレストラン 

2026年 5月 3日、総会の後にシギ・チドリ観察会が行われました。 

講師は日本野鳥の会ひょうごの 杉田義彦氏。 杉田さんのお話では、世界には約 1万種の鳥類がいます。 

日本で見られるのは 674種。甲子園浜で見ることができるシギ・チドリ類は 18種、カモ類は 17種だそうです。 

狭い甲子園浜でこれだけの種が見られるのは環境がいいおかげだと思います。 

しかし、阪神大震災の後からシギ・チドリの数も種類も減って来ています。ハマシギは 600羽くらいいたのが 

100羽以下に、オオソリハシシギは 40、50羽いたのが最近は、ほとんど見ることができません。ただ、キアシシギ

は増えており、チュウシャクシギはスタンダードに来ています。今年は久しぶりにホウロクシギも４月３日に姿を

見せてくれました。 

シギとチドリの違いは歩き方です。シギは歩きながら餌を食べます。 

チドリは 1回 1回立ち止まって餌を食べます。そして、基本的にシギは 

クチバシが長い特徴があります。キョウジョシギはフジツボを食べるた 

めにクチバシは短いですが、歩きながら食べているので やはりシギの仲間ですねと。 

小雨の中をセンター前の東屋へ行き、観察開始。そこでハマシギ、チュウシャクシギ、 

コアジサシ、ミサゴを観察。雨があがった隙間で、鳴尾川方面へ。途中、カンムリカイ 

ツブリやコチドリを観察。ヒバリが目の前でさえずってくれてみなさん大喜びでした。 

鳴尾川の干潟ではチュウシャクシギやキアシシギも見つかりました。 

ユリカモメの 200羽くらいの群れが渡って行きました。顔黒のユリカモメの夏羽が 

見られて良かったですが、キョウジョシギが見られなかったのが少し残念～ 

最後に地球上の植物を維持しているのは鳥類のおかげです。ということを確認して閉会となりました。 

この日観察されたのは、留鳥も含めて 18種でした。 

この観察会のあとですが、キョウジョシギもちゃんと来てくれて珍しい旅鳥のアジサシも立ち寄って 

くれました。これからも鳥たちのレストラン甲子園浜を守っていきたいと思いました。 

 

活 動 報 告 

活 動 予 定 

清掃協力： 

 

（株）ヤマサ環境エンジニアリング 

 
可燃ごみ 50㎏ 不燃ごみ 20㎏ 

清掃協力： 

 

（株）ヤマサ環境エンジニアリング 

 

可燃ごみ 50㎏ 
不燃ごみ 10㎏ 

16 名参加 


